


﹁pain+
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ペ
イ
ン
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は
様
々
な
活
動
を
通
じ
、
世
の
中
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
を
作
る
団
体
で
す
。

二
千
十
一
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
、

お
よ
び
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
、

私
た
ち
の
国
は
未
だ
多
く
の
問
題
と
大
き
な
不
安
を
抱
え
て
い
ま
す
。

多
種
多
様
な
ク
リ
エ
ー
タ
ー
と
協
力
し
、
様
々
な
表
現
に
よ
る
情
報
伝
達
と
意
思
疎
通
を
図
り
、

時
代
が
抱
え
て
い
る
﹁pain(

痛
み)

﹂
に
対
し
て
﹁+

(
プ
ラ
ス)

﹂
の
要
素
を
与
え
る
こ
と
で
、

未
来
を
明
る
く
彩
っ
て
い
き
た
い
と
の
願
い
か
ら
、

私
た
ち
の
活
動
を
統
括
し
て
﹁pain+

(

ペ
イ
ン
ト)

﹂
と
呼
び
ま
す
。

私
た
ち
は
、
様
々
な
ク
リ
エ
ー
タ
ー
と
共
に
、

作
品
を
媒
介
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、

人
と
人
と
を
繋
げ
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

﹁
や
り
た
い
事
に
向
き
合
う
事
で
大
き
な
力
が
生
ま
れ
る
事
を
証
明
す
る
﹂
た
め
、

一
人
で
も
多
く
の
ヒ
ト
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
す
る
べ
く
、
私
た
ち
は
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。
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こいちゃ〜ファーム
FARMER

- FROM YAMAGATA -

大地と向き合う粋な生業

「食を通じて、農業の良さを知ってほしい！」と

の想いから、当農園では自家野菜を使用した料理

教室の開催、食イベントへの出店等を行っており

ます。

詳しくはFacebookで検索してみてください。

この活動を通じて、より多くの人々と繋がりを持

ち、互いに食べる喜びや楽しさを分かち合ってい

ければと考えております。

特に震災以降、食の安全・安心が脅かされている

と考える方が多いのではないでしょうか。この背

景には、食と農の乖離が拡大している、という問

題があると考えております。

食の外部化、生活スタイルの多様化などが要因と

なり、生活者は自ら生産現場と接する機会が減っ

ています。その結果、食卓に上る食材が「どこで

、だれが、どのように」栽培したのかが分からな

い、といったモノが増えているのが現状です。こ

の状況に対して、生活者がその不安を払拭するた

め、放射能検査などの数値的根拠に頼り過ぎてい

るように感じます。

確かに、食材が安全とされる数値に達しているこ

と、その事実を知ることは重要です。しかし、必

要以上にその数値だけで食材を見ることには疑問

を感じます。大切なのは、生活者自身が生産現場

に歩み寄り、自分の目で安全・安心を確かめるこ

とではないでしょうか。そうして得られた情報は

一番信憑性があり、そして何より食材の魅力を引

き立てるのです。

高校卒業後、ダンスの道を志すが、日本の農業を変えるべ

く大学へ進学。その後、青果物流通専門会社で勤務し、実

家のある山形に戻り、就農。現在は、「こいちゃ～ファー

ム」の代表として、日々美味しい食材作りに取り組む。

農 業 回 帰 録

農業に対するこだわりや、大切に思う

ことなどを教えてください。

東日本大震災以降、東北の食の安全が

危ぶまれることへの想いや、今後の展

望を教えてください。

時間がない、場所がないと感じている人は、食卓

に上る一品、もしくは外食・中食を利用した際の

一品がどこの国・県産なのかを意識するだけでも

何かが変わってくると思いますよ。

想像してみてください。今目の前にある食材が、

「どこの○○さんが丹精込めて作ったものだ」と

感じて食べたとき、全く別の食材に変化している

ことを。食材を通じて人との繋がりから得られた

絆が、食材のスパイスとなり、旨みに変わったの

です。

「農業を通じてより多くの方々と繋がりを持って

いきたい！」。そのために、こいちゃ～ファーム

は美味しいと思ってもらえる食材を実直に作る努

力を今後も続けていきます。

PROFILE

こいちゃ〜ファームさんは、どのよう

な農業をされているのですか？

こいちゃ～ファームでは、「美味しい食材は土作

りから！」をモットーに、野菜作りを行っており

ます。自家製の有機質肥料を使用しながら、特別

栽培（化成肥料・農薬は通常使用量の半分以下）

、無農薬栽培などの環境に優しい農業に取り組ん

でおります。

私たちの命を繋ぐ「食物」。放射能による汚染や遺伝子組換食品・食品添加物など、

食品に関する様々な問題があるなか、「何を選び、何を摂取するのか」一人一人が

考え、選択する時代が来ている。 特に放射能汚染に関しては、多くの不安が付きま

とうが、「産地」だけで判断してしまうのはいささか不見識と言えるのではないだ

ろうか。 そこで、東北における農業の実態と生産者の想いを知るべく、山形にて農

業を営む「こいちゃ〜ファーム」代表の奥山拓さんにお話を聞いた。

こいちゃ〜ファーム 代表　奥山 拓
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